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リチウムイオン電池は現用二次電池の中で最高のエネルギー密度を有するため我々の身

の回りの様々なデバイスに使用されているが、リチウムやコバルト、銅などのレアメタルや高

価な金属が必要である。レアメタルや毒性元素を必要としない次世代電池として、リチウムを

同族元素で置き換えたナトリウムイオン電池、カリウムイオン電池の研究が 2010 年代から活

発化している(図 1) [1]-[9]。本講演ではナトリウムイオン電池・カリウムイオン電池のメリット・デ

メリットと最近の研究開発事例について紹介する。本講演で紹介する電極材料の機能発現メ

カニズムの解明には、放射光、中性子、ミュオン実験等を行える施設や大型計算機の利用が

求められ[10]-[17]、今後これらの更なる連携利用が期待される。 

 

図 1 (a)ナトリウムイオン電池および(b)カリウムイオン電池の発表論文数の推移 
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